
公益財団法人横浜市スポーツ協会（以下、横浜市スポーツ協会）は、「いつまでもスポー
ツが楽しめる明るく豊かな社会の実現」のために、様々なスポーツ機会の創出やスポーツの
普及振興に取組んでいます。

この度、ジュニアカートドライバーの村田悠磨選手（14歳、横浜市港北区）より、レース
活動に対する支援の依頼がありました。この依頼を受け、横浜市スポーツ協会は、横浜市ス
ポーツ医科学センターによる測定サポートや村田悠磨選手の活動報告等を通じて村田選手を
応援します。

なお、今後、村田悠磨選手は、「当協会のロゴが入ったユニフォーム」を着てレースに参
戦します!次戦は2021年1月17日（日）のKTスーパートロフィー2021（ツインリンクも
てぎ）を予定しています。

2021年1月15日

「横浜初のF１ドライバー」を目指す
村田悠磨選手を応援します!

【PRESS RELEASE】

公益財団法人横浜市スポーツ協会は

多くの方に応援してもらえることで、これまでレース
を続けることができました。レースなので1位になる
ことは大事です。しかし、レースは自分との闘いであ
り、自分の走りと自分の力を100%出し切ること、そ
して楽しむことが大事だと、私は学びました。

自分の力を100%出し切ることで、ワクワク感を見て
くれている人、応援してくれる人に届けたいと思いま
す。応援よろしくお願いします。

≪ 本件に関する報道関係の方からのお問い合わせ先 ≫
公益財団法人横浜市スポーツ協会 経営企画部 青井・今井

TEL:045-640-0016 FAX:045-640-0021 E-MAIL:ju01-aoi@yspc.or.jp

村田悠磨選手からのコメント

村田悠磨選手は2021年シーズン以降、大人も
参戦する全日本カート選手権に出場、以降フォー
ミュラーのレースに参戦し、将来は「横浜出身の
初のF1ドライバー」になることを目標に掲げてい
ます。

横浜市スポーツ協会は、村田悠磨選手の高い目
標に向かって挑戦してゆく姿勢に共感し、今後の
成⾧をトレーニングサポートや活動報告等を通じ
て応援して参ります。

裏面あり



2021年1月15日【PRESS RELEASE】

≪ 本件に関する報道関係の方からのお問い合わせ先 ≫
公益財団法人横浜市スポーツ協会 経営企画部 青井・今井

TEL:045-640-0016 FAX:045-640-0021 E-MAIL:ju01-aoi@yspc.or.jp

村田悠磨選手のプロフィール

公益財団法人横浜市スポーツ協会について

村田悠磨選手は、三つ子の極小未熟児として生まれたため成⾧に懸念がありながらも、6歳の頃
から父親の影響を受けカートに乗り始めました。出生病院である横浜市大病院に通いながら、学
業とも両立して練習を重ね、2016年ジュニアカート選手権FP-JrCadets 部門に参戦。2017年に
は11歳にして初めて表彰台に立ちました。
以来、その持ち前の粘り強さも武器に成⾧を続けています。2020年の開幕戦は予選1位、決勝3
位の好成績、12月13日の最終戦（ジュニアカート選手権東西統一戦 鈴鹿サーキット南コー
ス）においても、デッドヒートの末「決勝3位」の好成績を残しています。

公益財団法人横浜市スポーツ協会は、1929年（昭和4年）に前身の
「横浜体育協会」が設立され、以来、「いつまでもスポーツが楽しめ
る明るく豊かな社会の実現」に向けて、横浜市のスポーツの普及・振
興に努めるとともに、市民の皆さまの健康づくりに寄与することを目
指し、様々な活動を行っています。
これらの活動は、スポーツイベントの支援、スポーツ施設の管理運営、
健康体力づくり、障害者スポーツの支援などの8つの柱を軸として、
競技団体や地域の皆さまとの連携を図りながら取り組んでいます。

URL: https://www3.yspc.or.jp/

横浜市スポーツ医科学センターについて
〒222-0036 神奈川県横浜市港北区小机町 3302 5 （日産スタジアム内）

URL: http://www.yspc-ysmc.jp/

スポーツ医科学に基づいた市民の健康づくりの推進と競技力の向上、
スポーツ活動の振興を図るために、平成１０（１９９８）年４月に
オープンしました。
スポーツによる怪我や 疾病に対する治療、スポーツを通じての健康
づくりや治療指導などを推進しており、横浜市スポーツ協会が同セ
ンターの指定管理者として運営を行っています。

名前:村田悠磨（むらたゆうま）
所属チーム:SPS川口

http://www.spskawaguchi.jp/
生年月日:2006年1月19日
出身地:横浜市港北区

村田悠磨選手（左）→
（鈴鹿サーキットにて父親の村田竜一さんと）


